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北海道大学総合博物館企画展示 

「クラーク博士と札幌の植物 －W.S.クラーク博士来札・札幌 

農学校開校百三十五年記念－」の開催について（お知らせ） 
 

開催概要： 

北海道大学総合博物館では企画展示「クラーク博士と札幌の植物 ―W.S.クラーク博士来札・札幌

農学校開校百三十五年記念―」を開催します。クラーク博士と，共に来日したペンハローが札幌周辺

で採集しアメリカへ持ち帰った植物・地衣類の貴重な標本 50 点を初公開する他，クラーク博士が米

国の家族らに宛てた手紙（複製）や，札幌農学校一期生が帰国後のクラーク博士に送った手紙（複製）

などを展示します。 

また，開催日前日となる３月２日（金）午前 10 時より１階「知の交流」コーナーでオープニング

セレモニーを執り行い，引き続き３階企画展示室において内覧会を行うほか，午後１時 30 分より公

開シンポジウム「クラーク博士とアジアの植物学」を開催します。 

 

開催趣旨： 

クラーク博士は弟子のホィーラー，ペンハローを伴い，明治９（1876）年７月 31 日に来札し，札

幌滞在中の明治９～10（1876～77）年にかけて被子植物と地衣類の採集・標本作製を行いましたが，

これらの標本は，130 年以上を経た 2009 年にマサチューセッツ大学と北大とで『再発見』されまし

た。今回の展示は，マサチューセッツ大学植物標本庫，マサチューセッツ大学文書館，ハーバード

大学植物標本庫の協力を得て実現したものです。手紙等の資料を参考に，クラーク博士の滞在８ヶ

月余りの足跡をたどり，札幌農学校開校時のフィールドイズムを伝える貴重な標本を初公開します。

また，クラーク博士のフィールドイズムを育んだ故郷であり，北大の姉妹校であるマサチューセッ

ツ大学を擁するマサチューセッツ州と，米国北東部ニューイングランド地方の自然や文化について

も紹介します。 

 

日程： 平成２４年３月３日（土）～５月６日（日） 開館時間 １０：００～１６：００ 

    ※休館日：毎週月曜日（月曜が祝日の場合は開館し，翌平日が休館となります。） 

会場：北海道大学総合博物館（札幌市北区北 10 西８） ※JR 札幌駅北口より徒歩 10 分 

主催：北海道大学総合博物館 

後援：北海道教育委員会，札幌市教育委員会，北海道テレビ，北海道放送，北海道新聞，朝日新聞

社北海道支社，札幌観光協会，北海道大学出版会，札幌ヤクルト販売株式会社 

 



協力：マサチューセッツ大学植物標本庫，マサチューセッツ大学文書館，ハーバード大学植物標本庫，北海

道大学農学部，北海道大学附属図書館，北海道大学文書館，北海道大学北方生物圏フィールド科学セン

ター植物園博物館，北方山草会 

 

関連イベント 

シンポジウム「クラーク博士とアジアの植物学」 

            講演：カレン・B・セアーシ（マサチューセッツ大学） 

                デイビット・E・ビュフォード（ハーバード大学） 

            日時：平成２４年３月２日（金） １３：３０～ 

            会場：北海道大学総合博物館１F「知の交流」コーナー 

            入場：無料 

            申込：不要 

            言語：英語（日本語通訳有） 

土曜市民セミナー「クラーク博士の採集した地衣類」 

講師：スヴェトラーナ・チャバネンコ（北海道大学総合博物館特任教授） 

日時：平成２４年３月１０日（土）１３：３０～１５：００ 

会場：北海道大学総合博物館１F「知の交流」コーナー 

入場：無料 

申込：不要 

 

注意事項：本学では，構内への車両乗り入れを規制しています。バス・地下鉄等の公共交通機関の

ご利用をお願いします。 

 

お問い合わせ先 

北海道大学総合博物館 

TEL: 011-706-2658  FAX: 011-706-4029  E-mail: museum-jimu@museum.hokudai.ac.jp 

URL: http://www.museum.hokudai.ac.jp/ 

 




